
守山まるごと活性化プラン検討委員会 
第３回 学区別会議（速野学区） 
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３．意見交換（テーブル毎に） 
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守山まるごと活性化プラン検討委員会（学区別会議）委員名簿   

【 速野学区 】                H250722 現在  敬称略 

№ 自治会   名前 性別 

1  開発 芝田 八十司 しばた やそじ 男 

2  開発 中井 智美 なかい ともみ 女 

3  開発 岡本 善広 おかもと よしひろ 男 

4  大曲 山本 光男 やまもと みつお 男 

5  大曲 堀江 清 ほりえ きよし 男 

6  大曲 山本 富夫 やまもと とみお 男 

7  木浜 下村 清明 しもむら さやか 男 

8  木浜 葭本 正昭 よしもと まさあき 男 

9  木浜 楠本 正行 くすもと まさゆき 男 

10  木浜 中西 理津子 なかにし りつこ 女 

11  ﾈｵ･ﾍﾞﾗｳﾞｨ-ﾀ守山 山岡 龍二 やまおか りゅうじ 男 

12  ﾈｵ･ﾍﾞﾗｳﾞｨ-ﾀ守山 宮川 美紀子 みやがわ みきこ 女 

13  ﾈｵ･ﾍﾞﾗｳﾞｨ-ﾀ守山 森神 亨 もりがみ とおる 男 

14  美崎 山田 美鶴 やまだ みつる 女 

15  美崎 苗村 寛 なむら ひろし 男 

16  美崎 戸田 直弘 とだ なおひろ 男 

17  美崎 伊藤 潔 いとう きよし 男 

18  北川ﾆｭーﾀｳﾝ 岸 典生 きし つねたか 男 

19  北川ﾆｭーﾀｳﾝ 堀尾 菊宏 ほりお きくひろ 男 

20  北川ﾆｭーﾀｳﾝ 松本 理絵 まつもと りえ 女 

21  今浜 今江 光夫 いまえ みつお 男 

22  今浜 山田 良彦 やまだ よしひこ 男 

23  今浜 野口 清英 のぐち きよえい 男 

24  水保 今井 薫 いまい かおる 男 

25  水保 西村 雅行 にしむら まさゆき 男 

26  水保 小山 安男 こやま やすお 男 

27  中野 中島 幸一 なかじま ゆきかず 男 

28  中野 今井 孝雄 いまい たかお 男 

29  中野 今井 満 いまい みつる 男 

30  中野小林 佐々木 芳郎 ささき よしろう 男 

31  中野小林 下川 博司 しもかわ ひろし 男 

32  中野小林 赤尾 信廣 あかお のぶひろ 男 

事務局   
・濱崎一志（アドバイザー：滋賀県立大学 人間文化学部教授） 
・ 高谷 実      ・今井 剛      ・西藤安彦 
・ 坪内稔夫      ・吉原史雄      ・田渕誠一 
・ 小野田 敦      ・山田 憲      ・横山 愛 
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守山まるごと活性化プラン検討委員会　学区別会議　ニュースレター

■お問い合わせ 

守山市政策調整部みらい政策課 
〒524-8585 守山市吉身二丁目５番 22 号 
℡：077-582-1162 e-mail：miraiseisaku@city.moriyama.lg.jp

 

 

 

平成 25 年 7 月 22 日（月）午後 7 時 30 分から速野会館において、守山まる

ごと活性化プラン検討委員会の第 2 回学区別会議を開催しました。 

最初に「守山まるごと活性化プラン」の目指すもの、検討の進め方などについ

て事務局から説明がありました。その後、速野学区にお住まいの方 32 名が自治

会を単位とする５つのグループに分かれて「地域の特徴、良いところ」、「地域の

たからもの」について話し合いが行われ、最後に参加者同士で共有しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

○ 5 つのテーブルに分かれ、それぞれの『地域の特徴、良いところ』、そして『たからもの（今まで

大事にしてきたものや文化、自慢できるものなど）』を話し合いました。 

○ 速野学区には、古くからの地域と新興住宅地が存在し、人口が増えつつある新興住宅地に対し古

くからの地域では人口の減少や少子高齢化が進みつつあります。そんな中、『地域の特徴や良いと

ころ』として、「人と人のつながりの強さ」が、新旧どの自治会からもあげられました。また、祭

事やイベント、日常的な子育てなどを媒介として、新旧住民の間の交流も強まりつつあります。 

○ 地形的には、学区内を南東から北西に横切る旧野洲川河川敷をはじめ、法竜川、新川、大川、樋

の口川などの河川があり、昔から住民と水とのつながりが強い地域であるといえます。『たからも

の』でも、生活を支えた旧野洲川の伏流水や湧水、農作業や水運を支えた法竜川沿いの遺構、河

川敷の自然など、「水」にまつわるものが多くあげられました。 

○ また、古くからの地域では旧街道沿いの遺構や寺社、祭事など歴史にまつわるものが多くあげら

れる一方、湖岸に近い新興住宅地では、対岸の比良の景観、湖岸の自然、湖岸に立地する近代的

な施設があげられるなどバラエティに富んでおり、広大な範囲に特徴の異なる地域が混在する速

野学区の「多様性」を反映した結果となりました。 

■当日のプログラム 

①挨拶：山岡学区長より 

②内容説明：プランの内容と検討方法、会議当日のプログラム内容 

③テーブルに分かれて意見交換：『地域の特徴、良いところ』、 

『地域のたからもの』さがし 

④結果の発表・共有：テーブル毎で話し合った内容を発表して共有 

平成 25 年 8 月発行 

第 2 回 

学区別会議 

[速野学区] 

学区別会議の様子 

テーブル毎に速野学区の『特徴、良いところ』、『たからもの』について話し合いました 

▲テーブル毎に話し合いました

■山岡学区長の挨拶（抜粋） 

今回の守山まるごと活性化プランは、10～20 年さらに 50 年先といった将

来、子供達が本当に住んでよかったと感じられる守山市を創っていこうとい

う趣旨だと理解している。皆さんの英知を出し合い、速野から他の学区に負

けないような素晴らしい意見を出していただきたい。 
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守山まるごと活性化計画 速野学区 第 3回会議 

 

1. 第 2 回学区会議の意見まとめ 

山岡学区長の開会挨拶において、本会議における基本的な考え方についてお話があった。 

 
 
 
 
 
地域の良いところ、たからものを探すと、速野学区の以下のような特徴が浮かび上がった。 

 
 
 
 
 

＜速野学区のまちづくり、基本的な考え＞ 

今回の守山まるごと活性化プランは、10～20 年さらに 50 年先といった将来、子ども達が本当に

住んでよかったと感じられる守山市を創っていこうという趣旨だと理解している。皆さんの叡智

を出し合い、速野から他の学区に負けないような素晴らしい案件を出していただきたい。 

＜速野学区のまちの特徴、活かすべき特徴＞ 

■人とひととのつながり 

① 古くからの住宅地と新興住宅地が存在し、人口が増えつつある新興住宅地に対し古くから

の地域では人口の減少や少子高齢化が進みつつある中、地域の良いところとして、「人と

人のつながりの強さ」が、新旧どの自治会からもあげられている。 

② 祭事やイベント、日常的な子育てなどを媒介として、新旧住民の間の交流も強まりつつあ

る。 

■歴史ある伝統・文化 

③ 古くからの住宅地では、多くの寺社やそこで催される祭事、また旧街道沿いの遺構など、

歴史にまつわるものが多くあげられている。 

④ 旧野洲川の伏流水など昔から住民と水とのつながりが強い地域であることから、井戸や竹

管簡易水道など水にまつわる生活遺産も多くあげられている。 

■自然・住みやすい環境 

⑤ 学区内を南東から北西に横切る旧野洲川河川敷に残る草木や、法竜川、新川、大川、樋の

口川などの河川があり、素のままの自然環境と、自然を活かして整備された施設が、それ

ぞれにやすらぎの空間を形成している。 

⑥ 一方、湖岸に近い新興住宅地では、対岸の比良の景観、湖岸の自然、湖岸に立地する近代

的な施設があげられており、広大な範囲に特徴の異なる地域が混在する速野学区の「多様

性」が現れている。 

■速野学区ならではの生活・産業 

⑦ 豊富な河川水を活用した農業、琵琶湖で栄えた魞漁をはじめとする漁業など、多彩な第一

次産業が地域を支えてきている。 

⑧ 「おうみんち」や佐川美術館など近代的な集客施設も立地し、外の人からみた地域の魅力

を高めている。 
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1.1 地域の特徴、良いところ 

 

自治会 分類 特 徴 

新しいまち  人口増により、中野小林自治会が独立 

 今なお人口が増加中 

人柄  控えめな人が多い 

中野、中野小林 

活動  ＰＴＡ活動が活発 

 夏祭り等で協力的 

 ※子ども達が集まって活動できる場所（自治会館）がない

人柄   年齢層を問わずあいさつができる 

 人がせこせこしていない 

 おすそ分けの習慣、仲がよい 

人のつながり・交

流  

 こぢんまりとした自治会 

 お互いの顔がみえる 

 まとまりのある町民 

 老人クラブがなく、今後の復活が課題 

 近年増加した新住民と旧住民の間で、子育てを媒介とした

交流 

活動   住民が協力して町史を作成した思い出 

 高齢者が元気 

 まちづくり活動に協力的 

開発、大曲 

歴史  もともと洲本区というひとつの地域 

 旧野洲川の伏流水のところにできたまち 

 法竜川に支えられた米作り、水運 

新しいまち  環境または利便性を求める人が転入 

 電柱がなく、見晴らし、景色がよい 

 緑の多い街並み 

 道路が広く、きれいに区画されている 

ネオ・ベラヴィ

ータ守山 

活動   自治会が設立されるまで、木浜自治会の世話になっていた

 自治会設立 10 年で、ようやく守山市の自治会として認識さ

れてきた 

 平均年齢 27.8 歳で守山一若い自治会 

 歴史的資源が乏しい一方、一斉清掃（他自治会が年２回の

ところ４回実施）で美化に努め守山一優雅な街並み保全 

 小学生 230 人の子供会があり、自治会として育成に力を入

れている 

人柄    牧歌的な人が多い。 

 長寿の人も多く、現在 100 歳以上が３名おり、今後も増え

る 

 思いやりのある人が多い 

 町内に６ヶ寺１神社があり、信仰の厚い人多い。 

 

人のつながり  年間行事を通して住民の交流が図られる 

 自治会内で組織分担し、年間行事をうまくこなしている 

 

木浜 

自然・環境  守山で琵琶湖に最も接するまち 

 琵琶湖の伝統漁法「エリ」発祥の地 
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自治会 分類 特 徴 

人のつながり   人が地域の資源 

 ソフトボールのリーグ戦や学区内対抗（年８～９試合）を

通して形成された自治会内外の人の繋がりが深い 

 北川ＮＴの新規転入者とのつながりもソフトボールが貢献

 区民のつどいで綱引き競技がある（他の学区にはない） 

美崎、北川ﾆｭｰﾀｳ

ﾝ 

自然・環境  なぎさ公園…もともとは旧野洲川が創った自然の砂浜 

歴史  農業振興地 

 観音寺の逆さ藤、お満灯籠など歴史的いいつたえ 

人柄  働き者が多い 

人のつながり  旧集落の方は思いやりが深く助け合いの心が大きい 

 となりとのつき合いがよい 

 かつては屋号で呼び合うことが多かった 

 高齢者が元気。地域内の人の繋がりが強い 

 高齢者の「ふれあいの場所づくり」を毎週火曜日に実施 

活動  

  

 老人クラブは毎週土曜午前を、グランドゴルフ、茶話会、

昼食会、カラオケ等で過ごす 

 まちづくり全体会議の組織（75 人）を中心に地域全体の活

動が活性化 

 春祭り、夏祭り、防災訓練、町民交流会、左義長など定例

的な交流の場 

 「おうみんち」への出荷が農家の励みになっている 

今浜、水保 

自然・環境  近隣景観形成協定地区。40 年以上にわたり花のあるまちづ

くりの取組…最初は菊作り 

 環境保全隊の取組（子ども役員、農業役員、自治会役員、

老人会役員）は、横のつながりが多く素晴らしい事業取組。
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人
が
せ
こ
せ
こ
し
て
い
な
い
。
控
え
め
な
人

が
多

い
。

 

昔
か

ら
の
交

流
 

 
 
仲
が
よ
く
、
ま
と
ま
り
が
あ
る
。
お
す
そ
分

け
の

習
慣

。
お

互
い

の
顔

が
み

え
る

。
 

新
旧

住
民
の

交
流

 
 

 
子
育
て
を
媒
介
と
し
た
新
旧
住
民
の
交
流

 

Ｐ
Ｔ

Ａ
 

中
野
、
中
野
小
林

 
 
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
活
発
。
夏
祭
り
等
で
協
力
的

 

人
・

交
流
・

活

動
 

環
境

保
全
隊

 
今
浜
、
水
保
 

 
子
ど
も
役
員
、
農
業
役
員
、
自
治
会
役
員
、

老
人

会
役

員
の

横
の

つ
な

が
り

が
あ

る
取

組
 

左
義

長
 

今
浜
、
水
保
 

 
毎
年

1
/
1
4
。
無
病
息
災
を
祈
り
正
月
の
注
連
飾
り
等
を
焼
く
祭
事
 

た
ら

い
神
輿

 
今
浜
、
水
保
 

 
毎
年

5
/
5
に
樹
下
神
社
に
て
。
た
ら
い
に
お
満
さ
ん
を
乗
せ
て
町
内
を
担
ぎ
歩
く

 

神
輿

巡
行
レ

ー
ス

 
今

浜
、
水
保
 

 
春
祭
り
の
宵
宮
に
実
施
。
前
夜
に
太
鼓
で
触

れ
回

っ
て

盛
り

上
げ

て
い

る
 

硫
黄

夜
（
い

お
や

）
祭

 
今
浜
、
水
保
 

 
樹
下
神
社
で
行
わ
れ
る
、
お
満
さ
ん
の
言
い

伝
え

に
ち

な
ん

だ
祭

事
 

菜
ま

き
盆

 
開
発
、
大
曲
 

 
己
爾
乃
神
社
で
９
月
に
行
わ
れ
る
祭
事
。
豊

穣
に

感
謝

し
粗

菜
類

の
種

を
ま

く
祭

 

地
蔵

盆
 

開
発
、
大
曲
 

 
8
/
2
3
に
実
施
（
全
自
治
会
で
実
施
？
）
 

祭
事

 

ず
い

き
祭
り

 
今
浜
、
水
保
 

 
樹
下
神
社
で
行
わ
れ
る
祭
事
。
「
ず
い
き
神

輿
」

が
作

ら
れ

る
 

佐
川
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
 

北
川
ﾆ
ｭ
ｰ
ﾀ
ｳ
ﾝ
 

 
地
域
住
民
が
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
（
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

）
 

夏
祭
り
 

ﾈ
ｵ
･
ﾍ
ﾞ
ﾗ
ｳ
ﾞ
ｨ
ｰ
ﾀ
守
山
 

 
湖
岸
で
の
夏
祭
り
が
盛
大
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

美
崎
･
北
川
ﾆ
ｭ
ｰ
ﾀ
ｳ
ﾝ
 

 
リ
ー
グ
戦
や
学
区
内
対
抗
を
通
し
た
自
治
会

内
外

の
交

流
 

綱
引
き
 

美
崎
･
北
川
ﾆ
ｭ
ｰ
ﾀ
ｳ
ﾝ
 

 
区
民
の
集
い
で
実
施
さ
れ
る
（
他
の
学
区
に

は
な

い
）

 

イ
ベ

ン
ト

 

一
斉
清
掃
 

ﾈ
ｵ
･
ﾍ
ﾞ
ﾗ
ｳ
ﾞ
ｨ
ｰ
ﾀ
守
山
 

 
他
自
治
会
が
年
２
回
の
と
こ
ろ
、
年
４
回
実

施
 

漁
港
・
マ
リ
ー
ナ

 
美
崎
・
北
川
ﾆ
ｭ
ｰ
ﾀ
ｳ
ﾝ

 
 

湖
越
し
の
比
良
山
系
の
風
景
 

美
崎
・
北
川
ﾆ
ｭ
ｰ
ﾀ
ｳ
ﾝ

 
比
良
に
沈
む
夕
日
は
、
極
楽
浄
土
を
イ
メ
ー

ジ
さ

せ
る

素
晴

ら
し

さ
 

 
比
良
側
か
ら
見
下
ろ
す
と
、
田
畑
の
美
し
さ

、
新

野
洲

川
、

山
か

ら
生

ま
れ

る
色

（
ホ

テ
ル

は
見

苦
し

い
）

 

景
観

・
眺
望

 

琵
琶
湖
の
景
観
 

ﾈ
ｵ
･
ﾍ
ﾞ
ﾗ
ｳ
ﾞ
ｨ
ｰ
ﾀ
守
山
 

 
湖
岸
か
ら
の
景
観
が
素
晴
ら
し
い
。
冬
の
比

良
山

系
の

雪
景

色
。

 

近
隣

景
観
形

成
協

定
地

区
 

今
浜
・
水
保
 

 
4
0
年
以
上
に
わ
た
り
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
…
最
初
は
菊
づ
く
り

 
特

色
あ

る
街

並

み
 

新
興

住
宅

地
の

整
っ

た
街

並

み
 

ﾈ
ｵ･
ﾍ
ﾞﾗ
ｳ
ﾞｨ
ｰ
ﾀ守

山
 

 
電
柱
が
な
く
、
緑
が
多
く
、
道
路
が
広
く
、

き
れ

い
に

区
画

さ
れ

て
い

る
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分

類
 

内
容

 
地

域
 

そ
の

他
（

内
容

詳
細

等
）

 

寺
社

 
樹

下
神

社
 

水
保
・
今
浜
・
中
野

 
様
々
な
祭
事
が
あ
り
、
幼
稚
園
や
小
学
校
の

行
事

等
に

も
活

用
 

 

 
法

円
寺

 
今

浜
 

 
真
宗
大
谷
派
の
寺
院
 

 
観

音
寺

 
水

保
 

 
天
台
宗
の
寺
院
。
室
町
時
代
の
仏
画
、
源
頼

朝
ゆ

か
り

の
逆

さ
藤

、
石

仏
群

な
ど

が
あ

る
 

 
正

覚
寺

 
水

保
 

 
 

 

 
立

像
寺

 
水

保
 

 
 

 

 
己

爾
乃

神
社

 
開

発
・
大
曲
 

 
開
発
、
大
曲
に
そ
れ
ぞ
れ
１
社
ず
つ
存
在
 

 
玉

林
寺

 
開

発
 

 
観
音
堂
に
十
一
面
観
音
像
を
祀
る

 

 
光

照
寺

 
木

浜
 

 
伊
能
忠
敬
が
宿
泊
し
た
寺
 

史
跡

 
今

浜
城

趾
 

今
浜
 

 
 

 

 
旧

野
洲

川
橋

梁
の

欄
干

跡
 

水
保
 

 
※
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
残
せ
な
い
か
 

 
法

竜
川

の
水

運
遺

跡
 

大
曲
 

 
戦
後
ま
で
の
運
河
、
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
等
の
遺

構
が

出
て

く
る

（
か

も
し

れ
な

い
）

 

 
お

満
灯

籠
 

美
崎
 

 
お
満
さ
ん
の
伝
説
。
 

 
旧

木
浜

港
 

木
浜
 

 
古

く
は

大
津

へ
の

海
運

の
拠

点
と

な
る

港
町

。
蒸

気
船

が
出

入
り

し
6
0
件

以
上

の
商

店
が

街
道

沿
い

約
１

㎞
並

ん
だ
 

水
に

ま
つ
わ

る

生
活

遺
産

 
旧

野
洲

川
・

伏
流

水
 

開
発
・
大
曲
 

 
親
池
か
ら
各
世
帯
に
水
路
を
引
い
て
い
た
（

竹
管

簡
易

水
道

…
竹

を
利

用
し

た
水

路
、

松
で

作
っ

た
継

ぎ
目

）
。
 

 
井
戸
、
川
端
が
あ
っ
た
。
出
湯
が
あ
っ
た
。

川
堀

仲
間

が
今

も
残

る
。

 

 
伏

流
水

を
生

活
に

利
用

 
開

発
・
大
曲
 

 
洗
濯
や
野
菜
洗
い
を
は
じ
め
、
日
常
生
活
に

か
か

せ
な

か
っ

た
伏

流
水

 

 
井

戸
・

川
端

・
用

水
路

・
出

湯
・

竹
管
簡

易
水

道
 

開
発
・
大
曲
 

 
伏
流
水
を
町
内
や
家
庭
に
引
き
込
み
、
活
用

す
る

た
め

の
工

夫
・

文
化

 

第
一

次
産
業

 
漁

業
、

魞
（

え
り

）
 

美
崎
 

 
琵
琶
湖
、
野
洲
川
の
漁
業
は
、
地
域
の
生
活

の
中

心
。

魞
づ

く
り

の
技

術
者

は
、

美
崎

、
木

浜
が

中
心

。
 

 
米

作
り

 
開

発
・
大
曲
 

 
法
竜
川
に
支
え
ら
れ
た
稲
作
 

 
ぜ

ん
ざ

い
 

開
発
 

 
正
月
に
雑
煮
の
代
わ
り
に
ぜ
ん
ざ
い
を
食
べ

る
習

慣
 

 
日

野
菜

 
今

浜
 

 
県
の
伝
統
野
菜
で
か
ぶ
の
一
種
。
主
産
地
は

日
野

町
だ

が
守

山
市

今
浜

で
も

多
く

栽
培

 

 
モ

リ
ヤ

マ
メ

ロ
ン

 
今
浜
 

 
「
モ
リ
ヤ
マ
メ
ロ
ン
」
の
名
で
ブ
ラ
ン
ド
化

さ
れ

た
守

山
市

産
の

メ
ロ

ン
 

集
客

施
設

 
お

う
み

ん
ち

 
水

保
 

 
Ｊ
Ａ
お
う
み
富
士
直
営
の
農
産
物
直
売
所
 

 
佐

川
美

術
館

 
中

野
小
林
 

 
び
わ
こ
博
物
館
と
と
も
に
、
お
客
さ
ん
を
案

内
す

る
場

所
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分
類

 
内

容
 

地
域

 
そ

の
他

（
内

容
詳

細
等

）
 

自
然

 
桜

の
植

樹
 

水
保
 

 
旧
野
洲
川
沿
い
。
1
2
0
本
を
定
植
し
成
長
を
待
っ
て
い
る
。
草
刈
り
や
清
掃
な
ど
を
行
い
愛
着
を
持
っ
て
い
る
 

 
桜

並
木

の
ラ

イ
ト

ア
ッ

プ
 

開
発
 

 
お
う
み
ん
ち
付
近
の
川
沿
い
の
桜
並
木
を
ラ

イ
ト

ア
ッ

プ
 

 
開

発
・
大
曲
 

 
開
発
自
治
会
…
出
会
い
の
ゾ
ー
ン
、
大
曲
自

治
会

…
里

の
森

ゾ
ー

ン
が

そ
れ

ぞ
れ

あ
る

 

 
水

保
 

 
※
集
客
、
交
流
の
場
と
し
て
盛
り
上
げ
る
イ

ベ
ン

ト
が

必
要

（
遊

具
、

植
生

、
マ

ラ
ソ

ン
な

ど
）

 

 

地
球

市
民
の

森
 

美
崎
 

 
※
地
域
の
核
と
な
っ
て
い
く
の
で
は
？
（
他

の
魅

力
は

少
な

い
？

）
 

 
法

竜
川

 
大

曲
 

 
農
家
と
耕
作
地
の
移
動
路
、
作
物
等
の
輸
送

路
と

し
て

、
大

曲
の

稲
作

を
支

え
た

。
 

 
な
ぎ
さ
公
園
・
砂
浜
 

美
崎
・
北
川
ﾆ
ｭ
ｰ
ﾀ
ｳ
ﾝ

 
大
津
か
ら
南
湖
を
遡
る
と
初
め
て
現
れ
る
砂

浜
 

 
も
と
も
と
旧
野
洲
川
か
ら
流
れ
こ
む
砂
で
つ

く
ら

れ
た

自
然

の
砂

浜
 

 
葭

 
美

崎
・
木
浜
 

 
※
刈
り
取
っ
た
葭
を
火
祭
り
に
行
か
せ
な
い

か
（

な
ぎ

さ
公

園
の

葭
）

 

 
旧

野
洲

川
河

川
敷

・
堤

防
 

美
崎
 

 
桜
が
き
れ
い
。
林
が
残
っ
て
い
る
。
 

 
十

合
の

池
・

ハ
ス

 
中
野
 

 
ハ
ス
の
花
の
生
育
地
 

 
大

川
 

美
崎
 

 
水
質
改
善
の
と
り
く
み
。
草
の
管
理
が
大
変

だ
が

有
効

活
用

も
で

き
そ

う
。

 

 
木

浜
内

湖
 

木
浜
 

 
北
側
…
び
わ
こ
プ
ラ
ザ
、
南
側
…
釣
り
堀
と

し
て

活
用

 
雑

草
を

は
じ

め
環

境
整

備
が

必
要

。
ブ

ル
ー

ギ
ル

が
多

い
。
モ
ロ
コ
や
ア
ユ
が
い
る
よ
う
に
な
る
と

よ
い

が
…

 

 
大

正
堀

 
中

野
 

 
水
が
き
た
な
い
。
水
質
を
な
ん
と
か
し
た
い

。
 

 
第
２
公
園
の
ポ
プ
ラ
 

ﾈ
ｵ
・
ﾍ
ﾞ
ﾗ
ｳ
ﾞ
ｨ
ｰ
ﾀ
守
山

 
高
さ

2
5
～
3
0
ｍ

 

 
今

浜
コ

ス
モ

ス
園

 
今
浜
 

 
約

1
8
0
0
㎡
。
町
民
の
憩
い
の
場
で
あ
り
絆
を
繋
ぐ
場
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漁港・マリーナ 

湖越しの比良山系 

琵琶湖の景観 

特色ある街並み 

樹下神社（水保、今浜、中野） 

法円寺 正覚寺 

立像寺 

己爾乃神社（開発、大曲） 玉林寺 

光照寺 

新興住宅地の整った街並み 

近隣景観形成協定地区(花のあるまち） 
景観・眺望 

観音寺 

（逆さ藤）

① 人とひとのつながり 

・思いやり、控えめ、牧歌的な人柄 

・お互いの顔がみえる交流、新旧住民の交流 

② 歴史ある伝統・文化 

・多くの神社仏閣、史跡、厚い信仰心 

・昔からの祭り、行事 

③ 自然・住みやすい環境 

・旧野洲川がもたらした水の恵み 

・琵琶湖、水路網、旧河川敷の森、草花 

④ 地域の生活・産業など 

・暮らしを支えた仕事、産業 

・独特の産品、食文化 

左義長 たらい神輿 

神輿巡行レース 

硫黄夜（いおや）祭 

菜まき盆 

地蔵盆 

ずいき祭 

祭事 

佐川ハーフマラソン（ボランティア） 一斉清掃 

史跡 

今浜城趾 

旧野洲川橋梁の欄干跡 

法竜川の水運遺跡 

旧木浜港 お満灯籠 

井戸 

竹管簡易水道 

旧野洲川伏流水の利用 

川端 用水路 

出湯 

水にまつわる生活遺産 

素の自然・自然を活かした施設 

桜の植樹・並木のライトアッ

地球市民の森（出会いのゾーン・里の森ゾーン） 

法竜川 

旧野洲川河川敷・堤防 

葭 

大川 

十合の池・ハス 木浜内湖 

大正堀 第２公園のポプラ 

今浜コスモス園 

佐川美術館 

正月のぜんざい 

漁業・魞 

おうみんち 日野菜 モリヤマメロン 米作り 

人が集い活動する機会 

食文化 

世
代
を
跨
ぐ
交
流 

自治会夏祭り ソフトボール大会 綱引き 

イベント・行事 

子育てを媒介とした交流 

住
民
の
愛
着
・
誇
り 

集客施設 

農業生産者にと

って張りあい 

開発独特の食

文化 

神社仏閣 

暮
ら
し
の
や
す
ら
ぎ
、
住
み
や
す
さ 

新
旧
の
混
在
・
交
流

住
民
の
心
の
支
え 

地
域
の
外
か
ら
み
た
魅
力 

水
と
暮
ら
し
の
関
わ
り 

第一次産業 

収
穫
へ
の
感
謝 

なぎさ公園・砂浜 

ＰＴＡ 環境保全隊 

速野学区のたからもの 

（注）第 2 回のワークショップ会議で記入されたもののみ記載。 
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